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公共事業事前評価調書 

事 
 

業 
 

概 
 

要

事 業 名 【道路－５】都市計画道路恩田元石川線（ 鉄
くろがね

地区）整備事業 

場  所 
(所在地) 青葉区 鉄

くろがね

町 ～ 青葉区もみの木台 

事業目的 

恩田元石川線は、平成 15 年に都市計画決定した青葉区すみよし台か

ら元石川町までを結ぶ延長約 5,860ｍの都市計画道路です。このうち

鉄地区は、平成 28 年３月に策定した「都市計画道路の優先整備路線」

において、令和２年度頃までに事業着手する先行着手区間に位置付け

ています。 

鉄地区の整備により、歩行者の安全性を確保していくとともに、災

害に強い街づくりを進めていきます。 

また、横浜上麻生線と日吉元石川線とを結ぶ青葉区内の幹線道路ネ

ットワークの形成に寄与することから、鉄道駅等の地域拠点へのアク

セス性が向上します。

事業内容 
延長 約 1,240m（現道拡幅 約 1,100m、道路新設 約 140m） 

幅員 22m、２車線、両側歩道（現道幅員は９～11ｍ程度） 

事  業 

スケジュール

令和４年度から令和 12 年度まで 

※今後の検討状況により変更になる場合があります。

総事業費 
約 73 億円（工事費 約 40 億円、用地・補償費等 約 33 億円） 

※今後の検討状況により変更になる場合があります。

位置図 

日吉元石川線 

恩田元石川線(鉄地区) 
L=約 1,240m 

市が尾駅 

横浜上麻生線 

あざみ野駅 

東名高速道路 

国道 246 号 
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事 業 の 

必 要 性 

１ 都市計画道路としての位置付け 

当該路線は、平成４年から平成 11 年にかけて住民参加方式を取り入れ

計画案の取りまとめを行い、平成 15 年に都市計画決定をしています。 

「青葉区のまちづくり指針(平成 29 年 9 月)」では、区内を格子状に結

ぶ骨格道路として位置付けています。 

２ 環境、防災空間としての位置付け 

地域の骨格的なネットワークを担う道路として、主に地域で発生・集中

する交通を処理するとともに、歩行者の安全性の確保や、災害・緊急時に

おける緊急物資の輸送路や、緊急車両の通行路としての役割を担うなど、

総合的な機能を有します。 

３ 地域拠点へのアクセス性向上のための位置付け 

市が尾駅をはじめ、たまプラーザ駅やあざみ野駅など、区内の地域拠点

へのアクセス性向上に寄与します。 

また、当該周辺地域では、市営地下鉄３号線の延伸事業が予定され、令

和 12 年の開業目標としています。道路整備も併せて進めていく予定です。

これにより、嶮山
けんざん

付近で予定される新駅へのアクセス性向上にも寄与しま

す。 

事業の効果 

（費用便益分析等） 

１ 定性的事項 

(1)安全性の向上

生活道路に入り込んでいる車両の当該路線への転換が期待されると

ともに、幅員の広い歩道が整備されることによって歩行者の安全性を

確保することが可能となります。 

(2)災害に強い街づくりを促進

沿線には住宅を中心に、学校や病院などが立地していることから、災

害・緊急時における緊急物資の輸送路や、緊急車両の通行路としての機

能を確保するなど、災害に強い街づくりを促進します。 

(3)アクセス性の向上

当該地区の整備により、区内の幹線道路（横浜上麻生線、日吉元石川

線）を東西方向に接続する道路ネットワークの形成に寄与することか

ら、地域拠点へのアクセス性が向上します。 
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２ 定量的事項（費用便益分析） 

国土交通省の費用便益分析マニュアル（平成 30 年）に基づき費用便益

比（Ｂ／Ｃ）を算出しています。 

総便益(B) １０５億円 

総費用(C) ５６億円 

費用便益比(B/C) １.９ 

※社会的割引率は４％

※便益については、走行時間の短縮、走行経費の減少、交通事故の減少

を計上しています。

※費用については、道路整備に要する工事費、用地費、補償費、間接経

費等を計上しています。

環境への配慮 

歩道や植樹帯などで構成されている歩行者系空間については、沿道の

状況に合わせて広い歩道を設けるなど整備を進めます。 

無電柱化により、防災力・安全性・快適性の向上及び良好な景観形成を

図るよう努めます。 

地域の状況等 
「都市計画道路の優先整備路線」は、市民意見募集を経て、策定してい

ます。 

事業手法 公共発注方式によります。 

その他 なし 

添付資料 

別紙１ 青葉区の都市計画道路の優先整備路線 

別紙２ 現地の状況（写真） 

別紙３ 標準横断図 

担当部署 道路局 計画調整部 企画課 ( ℡ 671-2777 ) 

3



変更候補 ※

未　定

～Ｈ37年度頃までに事業着手
優先着手区間

先行着手区間

～Ｈ37年度頃までに完成

～Ｈ32年度頃までに完成先行整備区間事業中

整備済み

目　標　時　期区　　　分

取　扱　い　の　凡　例

※平成20年５月の都市計画道路網見直し素案による。

追加候補 ※

（新たな計画）

「概成区間」を含みます。

未着手

・整備済みには、「概成区間」（車道は確保されて
　いるが、歩道の拡幅が残るなど）も含みます。

凡　　例

主な公園など

市界・区界

インターチェンジ（ＩＣ）など

牛久保西二丁目

長津田六丁目

荏田東一丁目

荏田西四丁目

牛久保西三丁目

荏田東町

あざみ野南三丁目

長津田七丁目

あざみ野南一丁目

茅ケ崎南三丁目

中川六丁目

牛久保二丁目

中川八丁目

あざみ野南四丁目

長津田五丁目

あざみ野南二丁目

茅ケ崎東三丁目

牛久保西四丁目

加賀原一丁目

茅ケ崎東四丁目

長津田みなみ台七丁目

成合町

小山町

荏田西三丁目

あかね台二丁目

たちばな台一丁目

奈良五丁目

奈良三丁目

たちばな台二丁目

長津田一丁目

荏田南一丁目

牛久保三丁目

荏田北二丁目

荏田南二丁目

奈良一丁目

中川七丁目

荏田南五丁目

すすき野一丁目

荏田東二丁目

長津田四丁目

美しが丘西一丁目

茅ケ崎南五丁目

すすき野二丁目

あゆみが丘

茅ケ崎南四丁目

中川中央一丁目

長津田三丁目

みすずが丘

美しが丘二丁目

美しが丘西二丁目

あざみ野一丁目

あざみ野三丁目

あざみ野二丁目

青葉台一丁目

美しが丘五丁目

美しが丘一丁目

中川一丁目

葛が谷

新石川四丁目

荏田西一丁目

奈良四丁目

長津田二丁目

荏田東三丁目

荏田南三丁目

もみの木台

すすき野三丁目

荏子田三丁目

中川三丁目

牛久保町

さつきが丘

荏田東四丁目

荏田南町

新石川三丁目

新石川一丁目

荏子田二丁目

美しが丘西三丁目

あざみ野四丁目

二の丸

青葉台二丁目

美しが丘三丁目

新石川二丁目

富士見が丘

荏田西二丁目

川和台

あかね台一丁目

桂台一丁目

奈良二丁目

荏田南四丁目

荏田北三丁目

桜並木

荏田北一丁目

荏子田一丁目

荏田西五丁目

梅が丘

東方町

緑山

長津田町

大丸

いぶき野
西八朔町

しらとり台

茅ケ崎中央

柿の木台

みたけ台

もえぎ野

黒須田

若草台

藤が丘一丁目

長坂

平台高山

すみよし台

桂台二丁目

藤が丘二丁目

上谷本町

見花山

つつじが丘

十日市場町

美しが丘四丁目

鉄町

奈良町

恩田町

市ケ尾町

鴨志田町

荏田町

川和町

大場町

池辺町

北八朔町

寺家町

桜台

元石川町

田奈町

千草台

下谷本町

松風台

榎が丘

奈良山公園

桜台公園

北八朔公園

港北ニュータウン地区４号公園

港北ニュータウン総合公園

寺家ふるさとの森

青葉警察署

青葉消防署

大場みすずが丘地区センター
奈良地区センター

美しが丘西地区センター

若草台地区センター

藤が丘地区センター

山内地区センター

青葉土木事務所

青葉区役所

横浜青葉ＩＣ

こどもの国駅

恩田駅

田奈駅

青葉台駅

藤が丘駅

市が尾駅

江田駅

あざみ野駅

たまプラーザ駅

環
状
４
号
線

横浜上麻生線

国
道
２
４
６
号
線

日
吉
元
石
川
線

新
横
浜
元
石
川
線

東
名
高
速
道
路

横
浜
環
状
道
路

　
北
西
線（
事
業
中
）

（仮称）
青葉ＪＣＴ
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３
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0 500 1,000m

Ｎ

各路線の「見直しの素案」で
の考え方、今後の進め方、詳
しい資料の閲覧、相談会開催
のお知らせなどについては、
裏面をご覧下さい。

①

②～④

⑤～⑥

⑦～⑪

⑫

⑬

番号 名称

真光寺長津田線

川崎町田線

恩田線

恩田元石川線

柿生町田線

長津田奈良線

延長（ｍ）

1,000

500

3,400

1,100

200

2,900

～　「都市計画道路」の整備と着手の目標を見直しました　～
青葉区の都市計画道路の優先整備路線青葉区の都市計画道路の優先整備路線

平成28年3月

今後の計画と整備における留意事項

○次の場合には、関連する都市計画道路の取扱いと整備について、

その進捗に合わせて検討してまいります。

・今後、土地区画整理事業や市街地再開発事業などの面的整備、

新たな鉄道連続立体交差事業など、まちづくりが具体化した場合

・米軍施設返還後の土地利用計画が具体化した場合や米軍施設内

の土地利用に変化が生じた場合

・新たな自動車専用道路などの計画が具体化した場合

○各路線の事業着手については、財政状況や国の補助事業採択など

の事情、着手済み事業の進捗状況などにより、時期が前後するこ

とがあります。

○着手時期が未定の路線においても、渋滞交差点の改良など必要に

応じて局所的な改善については引き続き行ってまいります。

○各路線の目標時期については、事業の進捗を踏まえおおむね５年

ごとに見直しを行います。

追加候補 ※２

（新たな計画）

変更候補 ※２

着手時期未定路線

優先

整備路線

先行着手区間

先行整備区間事業中

整備済み　※１

目　標　時　期区 分

取　扱　い　の　凡　例

※１　整備済みには「概成区間」（車道は確保されているが、
歩道の拡幅が残るなど）も含みます。

※２　平成20年５月の都市計画道路網見直し素案によります。
※３　着手の時期は、都市計画手続の段階で考慮します。

凡　　例

主な公園など

市界・区界

インターチェンジ（ＩＣ）など

未　定

平成37年度頃までに事業着手

平成32年度頃までに事業着手

平成37年度頃までに完成

平成32年度頃までに完成

※３

※３

【別紙１】
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01102134
引き出し線
青葉区すみよし台

01102134
引き出し線
青葉区鉄町

01102134
引き出し線
青葉区もみの木台

01102134
テキストボックス
鉄地区

01102134
線

01102134
引き出し線
青葉区元石川町



現地の状況（写真） 

写真８ 

写真７ 

写真６ 

写真５ 

写真４ 

写真３ 

写真２ 

桐蔭学園小学校 
桐蔭学園中等教育学校 

桐蔭学園高等学校 

横浜総合病院 

桐蔭学園中学校・ 
高等学校女子部 

鉄小学校 

写真１ 

【別紙２】 
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写真１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡幅 

鉄小学校 

主要地方道横浜上麻生 
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写真３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡幅 
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写真５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡幅 

拡幅 
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写真７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜総合病院 

拡幅 
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標準横断図 
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※今後変更になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別紙３】 
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